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は　し　が　き

　志布志湾地域は産業立地の諸条件に恵まれており、将来大規模工業基地として豊かで住みよ

い地域開発が期待される地域であるが、一方この地域は日南海岸薗定公園の区域に含まれて蔚

り、美しい自然環境の保護が強く叫ばれている地域でもある。

　従ってこの地域を開発するに当っては、その計画立案にあたり、その前にこの自然環境を保護

する方策を確立するための調査が十秀なされなければならない。

　我々が志布志湾地域で行なう生態系調査はこれら調査の一環として行なうもので、この地域

に鉛ける動植物やその環境等を調査してその実態を把握するとともに、当地域開発に際しての

基礎的資料を得ようとするものである。

　昭和47年度は九州地方建設局が鹿児島県に委託し委員会を構成して調査を実施したもので、

その内容は、大隅地域（志布志湾背後地40㎞圏域）に蔚いて生態学調査の一環である額物社

会学的見地から自然環境についての現況調査（現存櫃生図の作成）を行なったものである。

　な鉛これらの調査は、今後さらに当該地域の環境診断に必要な現況調査（潜在自然植生調査）

を加えるなど今後さらに十分な期間をかけて自然保護施策の一環としての諸調査を実施し、万

全な自然環境診断を行なうべく資料の収集が望まれるところである。
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はじめに

　地表を緑に被っている植生（vegetahon）は人間も含めた生物社会の基本的構成者であ

る。同時に多様な自然環境が生命集団の側から総合され、具現されたものが植生でもある。し

たがって自然環境の保全や立地の許容能力の枠内での間違いの少ない開発を進めるためにも単

なる物理的ないしは科学的な調査だけでなく、生命集団の側からの自然や立地診断がもっとも

総合的である。

　植生には、すでに大隅半島のように長い間にわたって様々な入間の干渉のもとに存続してい

る景観域では、かつて人間が自然や植生に本格的な干渉を加えはじめたときまでに存続してい

た原植生（Oviglnal　vegetation；Urvegetatlon）と、現実に存在している

現存植生は自然の立地条件と過去から現在までの様々な人為的条件の総和の植生的に具現され

たものである。

　したがって新しい開発に際して、どこを残し、どこをどのように利用可能かの植生の側から

の具体的な指標ともなり得る。

　九州の最南端に位置する大隅半島は、かつて我が圏に残されたもっとも広範囲の冬も緑の常

緑広葉樹林で被われていた。海岸沿いはミミズバイースダジイ林が、内陸部の海抜250～700

隅の間にはイスノキーウラジロガシ林が主体となって生育していた　（Phoも　1）。

　長い間にわたる人間の干渉から海岸沿いの低地では畑，水沼などの農耕地として、周辺の緩

斜面は採草地として利用されてきた。したがって、大部分の海岸、山麓低地の植林は二次林の

コナラ群落、バクサンボクーマテパシイ群落である。スギ，ク・マツなどの植林も多く、代償

櫃生で占められているところが大部分である。

　さらに山地部のイスノキーウラジロガシ林、風衝山地のヤマグルマーアカガシ林、モミーシキ

ミ林鉛よび海抜300～4GO肌の中腹部まで低地から生育しているミミズバイースダジイ林の

残存林域の大部分は戦後のいわゆる広葉樹から針葉樹への樹種転換政策によって変形させられ

ている。

　鹿児島累は戦後28年間にわたって森林開発、観光開発、農業開発など各種の開発施策の計

画実施が国，県を中心遮試みられてきた。しかし、大隅半島に見られるように森林の皆伐・荒廃の
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代償としてはあまりにも県民のための生活環境の向上、経済の充実に対する寄与度は少なく、

全国的に低いレベルにと貸まっているといわれている。

　多様な県民の生存環境を保証しながら、その枠内でのある程度の、たとえせつな的であって

も現在の生活環境の向上のための県土の発展は豊めないか。

　今まで産業立地の開発は経済サイド、技術サイドからだけのアプローチが多かった。したが

って、単一の爵的、すなわち経済効畢や産業立地造成の個々の対象に対しては相癒の成果をあ

げうることができた。しかし、いわゆる予測せざる影響といわれる様々な公害や自然破壊をも

たらしている。これらのいわゆる公害や自然破壊の主な原因としては、まず自然の許容能力を

無視した画一的な開発、森林乱伐、産業立地の造成があげられる。次いで工場立地などでは発

生源対策として、たとえば藍硫酸ガス、各種重金属などのいわゆる有毒廃棄物の処理が不十分

であった。さらに開発や産業立地の造成に対して鉄やセメントのような非生物的材料による技

術的な手法だけが用いられ、生命に対する配慮が少なかった。

　これからの新しい開発に際しては、単に現存している自然度の高い植生や自然を保護するだ

けでは不十分である。開発や産業立地の造成と同時に、正しくは先行して、それぞれの立地の

潜在能力に応じた積極的な“生きた構築材料”による環境創造を行なうことこそ、もっとも賢

明な方法である。

　生きた構築材料を環境保全や、広い意味での公害対策に用いるためには、生物社会の秩序に

そった方法が強く望まれる。すなわち、これからの自然保護や環境保全は人間のためであり、

鹿児島県土の保護・保全も県民170万入の健全な生存環境と文化を創造する人間固有の能力

の持続的な保全にある。

　我々は生態学的，植物社会学的立場からの鹿児島県全土の環境保全・自然保護についての具

体的診断と処方箋をつくるための櫃生調査と植生図化法による総合調査・研究法による植生図

（vegeもatio聡map）の作製を計画している。

　昨年度の予備調査に引きつづき、本年度は県内でも現在開発と腐然保護との接点を求めて、

もっとも問題の多い大隅半島の現存植生図の作製を行なった。現存植生図（　ac犠a董vege－

tatぬn　map）は現実にそこに生育している植物群落を植生調査、群落表作製作業を経て困

際的基準で決定する。次いで、現存植生図作製指針が決定されて、科学的に把握された植生の

一2一
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具体的酎分図として地図上に正確に示されたものをいう。

　今回は大隅半島全域について縮尺1：25，000の地形図上に描かれた。すなわち、29枚の

地形図上に現地査結果を主に空中写真の比較参考にして植生図化が行なわれた。現存植生図

によって、現在の調査対象域の人間の干渉に対する自然環境の保全、利用さらに破壊状態が正

しく示されるQ同時に：どこを保護し、どこはどの程度に開発が可能か、また積極的に植生復元

による環境創造についての生命集闘の側からの、もっとも適確な処方箋の役割も果す。

　なお、現地調査に対して鹿児島県地域開発調査塗の皆さま、嶺時の横浜国立大学学生飯野和

子，大沢あや子，中島敦子，持田幸良氏に謝意を表したい。
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